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SDGsをめぐる最近の情勢について
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資料１
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SDGsの認知率
聞いたことがある

内容まで知っている

SDGs教育を
小学校で開始

SDGs教育を
高校で開始

SDGs教育を
中学校で開始

SDGsが「新
語･流行語大
賞」にノミネート

レジ袋有料化

91.6%

データ出典
SDGsに関する生活者
調査2023（(株)電通）

SDGsの
認知度

（少なくとも
名前は聞いた
ことがある）

9割に
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道内企業のSDGsへの理解と取り組み

意味及び重要性を理解し取り組んでいる
意味もしくは重要性を理解し取り組みたいと思っている
言葉は知っていて意味もしくは重要性を理解できるが取り組んでいない
言葉は知っているが意味もしくは重要性を理解できない
言葉も知らない
わからない

出典：(株)帝国データバンク
札幌支店「SDGsに関する道内
企業の意識調査（2024年）」
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SDGsに積極的
50.9%
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出典：(株)帝国データバ
ンク札幌支店「SDGsに関
する道内企業の意識調査
（2024年）」
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意味もしくは重要性を理解し取り組みたいと思っている

意味及び重要性を理解し取り組んでいる

50.9%

63.7%

48.4%

42.8%
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日本のSDGs達成度世界ランキングの推移

Sustainable Development Report(SDSN)より作成

順位 国名

１ フィンランド

２ スウェーデン

３ デンマーク

４ ドイツ

５ フランス

６ オーストリア

７ ノルウェー

８ クロアチア

９ イギリス

１０ ポーランド

１１ スロベニア

１２ チェコ

１３ ラトビア

１４ スペイン

１５ エストニア

１６ ポルトガル

１７ ベルギー

１８ 日本

４６ アメリカ

６８ 中国
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深刻な課題あり 重大な課題あり 課題あり SDGs達成 情報不足で不明

SDGs達成に軌道に乗っている、又は
達成状態を維持している

ゆるやかに改善停滞している悪化している 情報不足で不明

Sustainable Development Report 2024より

貧困をなくそう 飢餓をゼロに すべての人に健康と福祉を 質の高い教育をみんなに ジェンダー平等を実現しよう 安全な水とトイレを世界中に

エネルギーをみんなに
そしてクリーンに 働きがいも経済成長も 産業と技術革新の基盤をつくろう 人や国の不平等をなくそう 住み続けられるまちづくりを つくる責任つかう責任

気候変動に具体的な対策を 海の豊かさを守ろう 陸の豊かさも守ろう 平和と公正をすべての人に パートナーシップで目標を達成しよう



・サミットに先立って発表された「SDGs報告2023：特別版」
→2020年以降、新型コロナ感染症の流行と、ロシアによるウクライナ侵攻、
毎年起こる大規模な気象災害により、SDGsは達成には程遠い状況

・サミット冒頭の政治宣言
→SDGsの達成は危機にひんしている。2030アジェンダ中間年において、
我々はほとんどのSDGsの進捗が遅々として進まないか、2015年の基準
よりも後退していることを憂慮する

・国連のグテーレス事務総長
→私たちは誰一人取り残さないどころか、SDGsを取り残してしまう危険性
がある

2023年国連SDGsサミット→2030年までの中間年。 進捗を評価
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The Sustainable 
Development Goals 
Report 2024より

順調または目標達成

2015～2024年の
世界集計データに基づく
SDGs全体の進捗状況

中程度の進歩 わずかな進歩

停滞 退行
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